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２
０
２
４
年
３
月
期
３
Ｑ
決
算

自
動
車
機
器
好
調
で
増
収
増
益
三
菱
電
機

増
収
増
益 

通
期
も
上
方
修
正
横
河
電
機

業
利
益
は
71
億
１
９
０
０
万

円
（
１
５
４
・
６
％
増
）
、

新
事
業
は
売
上
高
33
億
１
２

０
０
万
円
（
20
・
５
％

増
）
、
営
業
損
失
は
４
億
１

５
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
ま
た
通
期
見
通
し
を
上
方

修
正
し
、
売
上
高
は
５
２
０

０
億
円
（
前
回
発
表
か
ら
プ

ラ
ス
80
億
円
）
、
営
業
利
益

は
７
０
０
億
円
（
プ
ラ
ス
70

億
円
）
、
純
利
益
は
５
４
５

億
円
（
プ
ラ
ス
65
億
円
）
と

し
た
。

　
横
河
電
機
は
、
２
０
２
４

年
３
月
期
第
３
四
半
期
決
算

を
発
表
し
、
受
注
高
は
前
年

度
比
３
・
９
％
減
の
３
９
０

７
億
円
、
売
上
高
は
23
・
８

％
増
の
３
９
３
０
億
８
９
０

０
万
円
、
営
業
利
益
は
１
３

５
・
９
％
増
の
５
８
３
億
８

０
０
０
万
円
、
純
利
益
は
２

０
９
・
２
％
増
の
５
２
１
億

１
３
０
０
万
円
。
調
達
環
境

の
改
善
や
値
上
げ
の
実
施
、

コ
ロ
ナ
禍
後
に
受
注
し
た
大

型
案
件
の
計
上
、
為
替
変
動

な
ど
に
よ
っ
て
増
収
増
益
と

な
っ
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
制

御
事
業
の
売
上
高
は
３
６
５

１
億
円
（
22
・
９
％
増
）
、

営
業
利
益
は
５
１
７
億
円

（
１
２
９
・
８
％
増
）
。
う

ち
地
域
別
売
上
高
は
、
国
内

が
８
９
８
億
円
（
プ
ラ
ス
１

１
２
億
円
）
、
海
外
が
２
７

５
３
億
円
（
プ
ラ
ス
５
６
９

億
円
）
と
な
り
、
ア
ジ
ア
が

１
２
９
３
億
円
（
プ
ラ
ス
１

８
５
億
円
）
、
欧
州
・
Ｃ
Ｉ

Ｓ
が
３
６
５
億
円
（
プ
ラ
ス

59
億
円
）
、
中
東
・
ア
フ
リ

カ
が
５
９
１
億
円
（
プ
ラ
ス

２
０
８
億
円
）
、
北
米
が
３

６
５
億
円
（
プ
ラ
ス
79
億

円
）
、
中
南
米
が
１
３
９
億

円
（
プ
ラ
ス
37
億
円
）
と
全

地
域
で
好
調
だ
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
測
定
器
事
業
は

売
上
高
２
４
６
億
４
７
０
０

万
円
（
39
・
４
％
増
）
、
営

　
三
菱
電
機
は
、
２
０
２
４

年
３
月
期
第
３
四
半
期
の
決

算
を
発
表
し
、
売
上
高
は
前

年
度
比
６
・
１
%
増
の
３
兆

７
８
２
４
億
２
０
０
万
円
、

営
業
利
益
は
36
・
２
％
増
の

２
２
２
３
億
３
３
０
０
万

円
、
純
利
益
は
33
・
６
％
増

の
１
８
６
０
億
９
７
０
０
万

円
の
増
収
増
益
と
な
っ
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
モ
ビ
リ
テ

ィ
は
売
上
高
が
５
％
増
の
１

兆
２
７
２
８
億
円
、
営
業
利

益
は
９
４
７
億
円
（
１
６
３

億
円
増
）
と
な
っ
た
。
こ
の

う
ち
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
事
業

は
、
半
導
体
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
関
連
分
野
に
加
え
、
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
な

ど
の
脱
炭
素
関
連
分
野
で
国

内
外
の
需
要
が
減
少
し
、
売

上
高
は
５
７
９
６
億
円
、
営

業
利
益
は
７
７
１
億
円
と
な

り
、
前
年
同
期
を
下
回
っ

た
。

　
こ
の
ほ
か
イ
ン
フ
ラ
は
売

上
が
７
％
増
の
６
５
９
７
億

円
、
営
業
利
益
が
21
億
円
と

な
っ
た
。
国
内
外
の
交
通
分

野
の
需
要
回
復
と
公
共
分
野

の
投
資
が
堅
調
。
国
内
電
力

会
社
の
設
備
投
資
も
継
続

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

拡
大
に
伴
う
電
力
安
定
化
需

要
な
ど
が
堅
調
に
推
移
し

た
。
ラ
イ
フ
は
、
売
上
高
が

６
％
増
の
１
兆
５
１
９
４
億

円
、
営
業
利
益
が
１
０
４
４

億
円
（
３
３
６
億
円
増
）
。

世
界
的
な
脱
炭
素
化
の
影
響

で
空
調
機
器
の
需
要
が
国
内

で
堅
調
、
欧
州
・
ア
ジ
ア
向

け
の
空
調
機
器
が
増
加
し

た
。
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
・

デ
バ
イ
ス
は
、
売
上
高
は
３

％
増
の
２
１
４
３
億
円
、
営

業
利
益
は
２
４
６
億
円
（
10

億
円
減
）
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
売
上
高

が
５
％
増
の
９
６
３
億
円
、

営
業
利
益
が
54
億
円
と
な
っ

た
。

　
仕
向
地
別
で
は
、
国
内
売

上
が
５
％
増
の
１
兆
７
８
９

４
億
７
０
０
０
万
円
、
海
外

が
７
％
増
の
１
兆
９
９
２
９

億
３
６
０
０
万
円
で
、
海
外

比
率
は
52
・
７
％
と
な
っ

た
、
北
米
が
12
％
増
、
欧
州

が
24
％
増
と
好
調
だ
っ
た

が
、
中
国
の
８
％
減
、
の
影

響
を
受
け
て
ア
ジ
ア
も
３
％

減
と
低
調
だ
っ
た
。

制
御
機
器
低
迷
し
減
収
減
益
オ
ム
ロ
ン

生
産
体
制
を
強
化 
増
収
増
益
ア
ズ
ビ
ル

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
２
０
２
４

年
３
月
期
第
３
四
半
期
決
算

を
発
表
し
、
売
上
高
は
前
年

度
比
４
・
７
％
減
の
６
０
７

９
億
８
５
０
０
万
円
、
営
業

利
益
は
63
・
５
％
減
の
２
６

５
億
７
２
０
０
万
円
、
純
利

益
は
84
・
５
％
減
の
78
億
４

９
０
０
万
円
の
減
収
減
益
と

な
っ
た
。
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業

は
血
圧
計
需
要
が
欧
州
な
ど

で
回
復
、
社
会
シ
ス
テ
ム
事

業
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
が
拡
大
し
好
調
に
推
移

し
た
が
、
制
御
機
器
事
業
が

グ
ロ
ー
バ
ル
で
製
造
業
に
お

け
る
設
備
投
資
需
要
の
低
迷

が
継
続
し
、
販
売
代
理
店
に

お
け
る
在
庫
調
整
の
影
響
を

受
け
て
大
き
く
減
少
。
電
子

部
品
事
業
も
民
生
業
界
向
け

の
需
要
低
迷
が
継
続
し
て
大

き
く
減
少
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
通
期
見
通
し

を
下
方
修
正
し
、
売
上
高
は

％
増
）、セ
グ
メ
ン
ト
利
益
は

10
億
２
７
０
０
万
円
（
２
７

８
・
３
％
増
）
と
な
っ
た
。

　
ア
ズ
ビ
ル
は
、
２
０
２
４

年
３
月
期
第
３
四
半
期
決
算

を
発
表
し
、
売
上
高
は
前
年

度
比
７
・
５
％
増
の
２
０
５

３
億
５
３
０
０
万
円
、
営
業

利
益
は
45
・
７
％
増
の
２
３

２
億
１
０
０
０
万
円
、
純
利

益
は
81
・
９
％
増
の
１
９
１

億
７
１
０
０
万
円
の
増
収
増

益
と
な
っ
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
Ａ

Ａ
事
業
の
受
注
高
は
７
７
０

億
４
３
０
０
万
円
（
11
・
５

％
減
）
、
売
上
高
は
７
８
６

億
５
２
０
０
万
円
（
６
・
４

％
増
）
、
セ
グ
メ
ン
ト
利
益

は
１
２
６
億
７
７
０
０
万
円

（
31
・
４
％
増
）
。
半
導
体

製
造
装
置
市
場
の
需
要
落
ち

込
み
で
受
注
高
は
減
少
し
た

が
、
売
上
高
は
豊
富
な
受
注

残
と
調
達
・
生
産
体
制
の
強

化
、
部
品
調
達
難
の
緩
和
で

生
産
が
進
ん
だ
こ
と
で
増
加

し
た
。

　
Ｂ
Ａ
事
業
は
、
受
注
高
は

１
０
８
０
億
１
１
０
０
万
円

（
０
・
２
％
減
）
、
売
上
高

は
９
０
５
億
８
０
０
０
万
円

（
８
・
７
％
増
）
、
セ
グ
メ

ン
ト
利
益
は
95
億
３
４
０
０

万
円
（
59
・
２
％
増
）
。
Ｌ

Ａ
事
業
は
、
受
注
高
は
４
０

０
億
２
２
０
０
万
円
（
４
・

９
％
増
）、売
上
高
は
３
７
６

億
６
７
０
０
万
円
（
６
・
６

８
１
０
０
億
円
（
前
回
見
通

し
か
ら
マ
イ
ナ
ス
４
０
０
億

円
）
、
営
業
利
益
は
２
４
０

億
円
（
マ
イ
ナ
ス
２
５
０
億

円
）
、
純
利
益
は
15
億
円

（
マ
イ
ナ
ス
１
６
５
億
円
）

と
し
た
。

中
国
市
場
減
速

響
き
減
収
減
益

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
２
０
２
４

年
３
月
期
第
３
四
半
期
決
算

を
発
表
し
、
売
上
高
は
５
４

３
億
４
１
０
０
万
円
（
前
年

度
比
15
・
２
％
減
）
、
営
業

利
益
は
46
億
５
０
０
０
万
円

（
59
・
３
％
減
）
、
純
利
益

は
34
億
３
７
０
０
万
円
（
57

・
０
％
減
）
の
減
収
減
益
と

な
っ
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
国

内
は
物
価
上
昇
や
半
導
体
・

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
等
で
の
足
踏

み
感
、
流
通
在
庫
調
整
局
面

の
影
響
も
あ
り
、
売
上
高
が

２
３
７
億
９
７
０
０
万
円

（
18
・
８
％
減
）、営
業
利
益

は
17
億
９
４
０
０
万
円
（
68

・
４
％
減
）
と
な
っ
た
。
米

州
は
需
要
低
迷
で
在
庫
調
整

局
面
に
あ
り
、
売
上
高
は
１

０
３
億
９
０
０
０
万
円
（
14

・
０
％
減
）
、
営
業
利
益
は

10
億
５
３
０
０
万
円
（
54
・

７
％
減
）
、
欧
州
・
中
東
・

ア
フ
リ
カ
は
Ｈ
Ｍ
Ｉ
事
業
の

増
加
、
為
替
影
響
に
よ
り
売

上
高
は
１
１
６
億
６
０
０
万

円
（
15
・
３
％
増
）
、
営
業

利
益
は
３
億
８
２
０
０
万
円

（
46
・
３
％
減
）
、
ア
ジ
ア

・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
は
中
国
と

東
南
ア
ジ
ア
の
景
気
減
速
の

影
響
を
受
け
、
売
上
高
は
85

億
４
６
０
０
万
円
（
32
・
５

％
減
）
、
営
業
利
益
は
13
億

４
２
０
０
万
円
（
53
・
５
％

減
）
と
な
っ
た
。

　
【
お
知
ら
せ
】

　
年
間
購
読
の
新
プ
ラ
ン

と
し
て
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

プ
ラ
ン
」
の
提
供
を
開
始

し
ま
し
た
。
高
校
、
高

専
、
専
門
学
校
、
大
学
、

職
業
訓
練
校
な
ど
、
製
造

業
・
も
の
づ
く
り
産
業
の

人
材
育
成
を
担
う
教
育
機

関
と
、
そ
れ
に
従
事
す
る

職
員
、
学
生
の
皆
さ
ま

は
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

新
聞
Ｐ
Ｄ
Ｆ
電
子
版
を
無

償
で
提
供
い
た
し
ま
す
。

第
１
弾
と
し
て
、
大
阪
府

立
北
大
阪
高
等
職
業
技
術

専
門
校
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

プ
ラ
ン
を
提
供
開
始
い
た

し
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
提
供

を
ご
希
望
の
方
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
よ
り
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

集
す
る
企
画
。
今
回
は
応
募

総
数
１
万
２
９
５
作
品
の
中

か
ら
、
特
別
選
考
委
員
で
元

エ
ン
ジ
ニ
ア
漫
画
家
の
見
ル

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ

ー
は
、
２
０
２
３
年
10
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
募
集
し
た

「
第
10
回
現
場
川
柳
」
の
受

賞
作
品
を
決
定
し
、
大
賞
は

「
や
り
た
く
な
い
」
と
言
い

た
い
け
ど
言
え
な
い
技
術
者

の
〝
あ
る
あ
る
〞
を
ス
ト
レ

ー
ト
に
表
現
し
た
「
口
癖
は

　
理
論
的
に
は
　
可
能
で

す
」
（
減
点
パ
パ
さ
ん
）
が

大
賞
を
受
賞
し
た
。

　
ま
た
「
短
納
期
　
チ
ャ
チ

ャ
ッ
と
こ
な
す
　
爺
Ｐ
Ｔ
」

（
春
蚊
秋
冬
さ
ん
）
や
「
終

業
後
　
密
か
に
試
す
　
魔
改

造
」
（
俵
星
げ
ん
ば
さ
ん
）

な
ど
、
２
０
２
３
年
の
流
行

語
を
も
の
づ
く
り
に
上
手
く

絡
め
た
句
が
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
。

　
「
現
場
川
柳
」
と
は
、
同

社
が
定
め
た
「
セ
ン
サ
の
日

（
10
月
３
日
）
」
を
記
念
し

て
、
も
の
づ
く
り
に
関
わ
る

製
造
・
開
発
設
計
・
物
流
・

営
業
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
〝
現

場
〞
に
ま
つ
わ
る
川
柳
を
募

野
栄
司
氏
と
社
内
選
考
委
員

で
選
考
を
行
い
。
大
賞
の
他

に
、
見
ル
野
賞
（
１
作

品
）
、
優
秀
賞
（
３
作

品
）
、
入
賞
（
10
作
品
）
を

選
出
し
た
。

　
２
月
22
日
に
は
、
第
10
回

を
記
念
し
、
同
社
が
本
社
を

置
く
京
都
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

に
て
、
見
ル
野
氏
と
現
場
川

柳
委
員
会
に
よ
る
結
果
発
表

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。

な
お
、
２
０
２
４
年
10
月
３

日
よ
り
『
第
11
回
現
場
川

柳
』
の
作
品
募
集
が
実
施
さ

れ
る
予
定
。

〽口癖は　理論的には　可能です

大賞作品を発表

オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ
ー「
現
場
川
柳
」

IIFESリアル展閉幕 4万2000人超来場も課題多く
原
点
回
帰
で
顧
客
を
見
よ
う

計
測
・
制
御
専
門
展
の
特
長
活
か
せ

　
１
月
31
日
か
ら
２
月
２
日
ま
で
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
計
測
制
御
と
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門

展
示
会
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
の
リ
ア
ル
展
が
閉
幕
し
た
。
今
回
は
１
９
５
社
が
出
展
し
、
３
日
間
を
通
じ
た
来
場
者
数
は
４

万
２
３
４
６
人
と
な
っ
た
。
来
場
目
標
は
オ
ン
ラ
イ
ン
展
と
の
合
計
で
５
万
人
と
し
て
お
り
、
目
標
達
成
か
そ
れ
に

近
い
と
こ
ろ
ま
で
い
く
見
通
し
で
数
値
的
に
は
健
闘
し
た
。
し
か
し
イ
ベ
ン
ト
の
盛
り
上
が
り
や
展
示
の
質
に
つ
い

て
出
展
者
や
来
場
者
か
ら
は
厳
し
い
声
も
出
て
お
り
、
次
回
以
降
に
向
け
て
主
催
者
・
参
加
各
社
も
、
も
う
一
度
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
は
２
月
16
日
ま
で

日
１
万
８
０
４
６
人
）
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
展
は
２
月
16

日
ま
で
開
催
し
て
お
り
、
各

展
示
ブ
ー
ス
や
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
の
最
新
情
報
を
収
集
で
き

る
。
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
展
限

定
の
企
画
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

も
配
信
し
て
い
る
。

　
１
月
31
日
か
ら
２
月
２
日

ま
で
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
開
催
さ
れ
た
計
測
制
御
と

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門

展
示
会
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
の
リ
ア

ル
展
が
閉
幕
し
た
。
今
回
は

１
９
５
社
・
団
体
９
３
７
小

間
が
出
展
し
、
３
日
間
を
通

じ
た
来
場
者
数
は
４
万
２
３

４
６
人
と
な
っ
た
（
１
月
31

日
９
５
８
６
人
、
２
月
１
日

１
万
４
７
１
４
人
、
２
月
２

特別編
もう一度、IIFESを考える

機
器
展
示
少
な
く
、厳
し
い
声
も

　
来
場
者
か
ら
の
声
で
最
も

耳
が
痛
か
っ
た
の
が
「
自
分

の
求
め
て
い
る
展
示
が
な

い
」
と
い
う
こ
と
。
特
に
大

手
メ
ー
カ
ー
で
は
シ
ス
テ
ム

や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の

説
明
ば
か
り
だ
っ
た
と
い
う

声
を
多
く
聞
い
た
。

　
Ｆ
Ａ
各
社
は
コ
ン
ポ
ー
ネ

ン
ツ
販
売
か
ら
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
提
案
へ
と
シ
フ
ト
す
る

中
で
、
ブ
ー
ス
と
展
示
内
容

も
そ
れ
に
応
じ
た
も
の
に
な

っ
て
い
る
が
、
工
場
の
生
産

技
術
担
当
や
機
械
メ
ー
カ

ー
、
制
御
盤
メ
ー
カ
ー
、
Ｆ

Ａ
商
社
と
い
っ
た
顧
客
や
見

込
み
客
が
わ
ざ
わ
ざ
展
示
会

に
足
を
運
ん
で
見
た
い
・
知

り
た
い
の
は
、
普
段
は
触
れ

な
い
新
製
品
や
製
品
実
機
で

あ
り
、
そ
の
話
し
を
聞
き
に

来
て
い
る
。
出
展
者
は
普
段

は
顧
客
起
点
や
課
題
解
決
と

言
い
つ
つ
、
展
示
会
で
は
自

分
た
ち
の
商
売
の
押
し
売
り

に
な
り
、
そ
う
し
た
ブ
ー
ス

が
多
か
っ
た
た
め
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

Ｓ
全
体
と
し
て
も
他
の
イ
ベ

ン
ト
や
展
示
会
と
の
差
異
、

特
別
感
が
薄
れ
、
Ｏ
Ｔ
の
中

で
も
特
に
現
場
レ
ベ
ル
の
ニ

ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る
と
い

う
最
大
の
強
み
が
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。

　
結
果
論
の
後
出
し
ジ
ャ
ン

ケ
ン
に
な
る
が
、顧
客
・
見
込

み
客
の
ニ
ー
ズ
と
自
社
の
提

案
し
た
い
も
の
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
、
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン

ツ
を
誘
客
の
見
せ
球
と
し
て

使
い
、
ブ
ー
ス
内
で
の
ト
ー

ク
や
説
明
を
通
じ
て
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
に
持
っ
て
い
く
よ

う
な
構
成
も
必
要
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
計
測
・
制
御
、
Ｆ

Ａ
業
界
は
、
電
気
や
機
械
産

業
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
社

会
的
な
認
知
度
・
理
解
度
の

低
さ
、
対
外
的
な
評
価
や
地

位
の
低
迷
も
大
き
な
課
題
と

し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
業

界
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
半
導
体

や
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
展
示
会
は

盛
り
上
が
り
、
食
品
や
物
流

関
連
の
展
示
会
も
活
況
だ
。

し
か
し
、
そ
の
頭
脳
と
な

り
、
心
臓
と
な
る
計
測
・
制

御
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
に

陽
の
目
が
当
た
る
こ
と
は
少

な
く
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
の
出
展

者
数
や
来
場
者
数
、
新
規
出

展
に
目
立
っ
た
進
化
は
少
な

い
。
会
場
を
見
回
し
て
も
ス

ー
ツ
姿
の
男
性
の
来
場
者
が

９
割
以
上
を
占
め
て
い
る
感

覚
で
、
こ
れ
も
女
性
や
カ
ジ

ュ
ア
ル
な
格
好
の
若
い
人
も

混
ざ
っ
て
く
る
半
導
体
や
ロ

ボ
ッ
ト
関
連
展
示
会
と
は
大

き
く
異
な
る
。

　
第
４
次
産
業
革
命
の
は
じ

ま
り
と
と
も
に
Ｓ
Ｃ
Ｆ
と
計

測
展
が
統
合
し
て
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

Ｓ
に
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
の
新
し
い

時
代
に
な
り
、今
度
は
Ｆ
Ａ
、

計
測
・
制
御
業
界
の
魅
力
を

内
外
に
伝
え
、
こ
の
産
業
に

新
た
な
人
と
金
を
呼
び
込
む

よ
う
な
変
革
が
必
要
だ
。

制
御
機
器
事
業
立
て
直
し

オ
ム
ロ
ン

構
造
改
革
に
着
手

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
制
御
機
器

事
業
の
低
迷
と
２
０
２
４
年

３
月
期
業
績
の
悪
化
を
受

け
、
「
顧
客
起
点
で
の
構
造

改
革
の
完
遂
」
を
経
営
課
題

と
し
、
２
０
２
３
年
10
月
か

ら
２
０
２
５
年
度
上
期
に
か

け
て
抜
本
的
な
構
造
改
革
に

着
手
す
る
。

　
構
造
改
革
の
１
つ
目
と
し

て
「
制
御
機
器
事
業
の
立
て

直
し
」
を
全
社
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
進
め
る
。
顧
客
・

エ
リ
ア
・
製
品
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
を
見
直
し
、
商
品
企
画

・
開
発
・
営
業
力
強
化
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築

な
ど
を
実
行
し
て
い
く
。

　
制
御
機
器
事
業
の
直
近
の

状
況
は
、
２
０
２
４
年
３
月

期
通
期
見
通
し
を
下
方
修
正

し
、
売
上
高
は
３
８
８
５
億

円
（
前
回
見
通
し
か
ら
３
１

５
億
円
マ
イ
ナ
ス
）
、
営
業

利
益
は
１
４
０
億
円
（
１
５

５
億
円
マ
イ
ナ
ス
）
と
予

想
。
下
方
修
正
の
理
由
は
、

需
要
予
測
の
能
力
に
対
す
る

課
題
と
価
格
変
動
の
高
い
顧

客
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
あ
る

と
し
、４
Ｑ
に
は
半
導
体
、二

次
電
池
の
設
備
投
資
が
緩
や

か
に
回
復
す
る
と
見
て
い
た

が
実
際
に
は
延
期
や
縮
小
が

相
次
ぎ
、
顧
客
は
デ
ジ
タ
ル

・
環
境
モ
ビ
リ
テ
ィ
業
界
、

エ
リ
ア
は
中
国
市
場
に
特
定

顧
客
と
エ
リ
ア
へ
の
依
存
度

が
高
く
な
っ
て
い
た
。
今

後
、
業
界
特
性
を
踏
ま
え
た

売
上
予
測
と
、
変
化
の
激
し

い
事
業
へ
の
耐
性
強
化
に
向

け
て
、
そ
れ
ら
に
依
存
し
な

い
事
業
構
造
の
構
築
を
加
速

す
る
と
し
た
。

　
営
業
利
益
の
大
幅
な
減
少

要
因
に
つ
い
て
は
、
在
庫
引

当
金
の
増
加
に
よ
る
売
上
総

利
益
率
の
低
下
、
硬
直
的
な

固
定
費
に
あ
る
と
し
、
収
益

構
造
の
強
化
に
向
け
て
抜
本

的
に
見
直
す
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
制
御
機
器
事
業
の

注
力
分
野
で
あ
る
「
ｉ
―
Ａ

ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
！
」

の
採
用
は
着
実
に
増
え
、
２

０
２
３
年
度
３
Ｑ
に
は
１
０

５
社
増
加
し
、
累
計
で
４
１

２
５
社
と
な
っ
て
い
る
。

　
構
造
改
革
の
２
つ
目
は

「
全
社
収
益
・
成
長
基
盤
の

再
構
築
」
で
、
持
続
的
な
成

長
に
向
け
て
製
品
・
事
業
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
、
固
定
費
、

人
財
、
事
業
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

仕
組
み
に
対
し
て
改
革
を
実

行
し
て
い
く
。
具
体
的
な
概

要
は
３
月
ま
で
に
発
表
す
る

と
し
た
。

　
【
お
知
ら
せ
】

　
次
号
第
３
５
5
号
は
、

２
月
21
日
に
発
行
い
た
し

ま
す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

【大賞】口癖は　理論的には　可能です
（減点パパさん）
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フ
ェ
ル
ー
ル
圧
着
機
３
種

全
自
動
・
半
自
動
卓
上
・

ハ
ン
デ
ィ

　
東
洋
技
研
は
、
フ
ェ
ル
ー
ル
端
子
の
圧
着
作
業
を
全

自
動
・
半
自
動
で
行
う
ド
イ
ツ
・
Ｇ
Ｌ
Ｗ
社
製
の
フ
ェ

ル
ー
ル
圧
着
機
を
発
売
し
た
。

東洋技研

　
全
自
動
式
の
「
Ｍ
Ｃ
40
―

１
」
は
、
電
気
と
エ
ア
ー
動

く
自
動
圧
着
機
で
、
皮
む
き

だ
け
を
行
う
ス
ト
リ
ッ
プ
モ

ー
ド
と
、
皮
む
き
と
圧
着
加

工
を
一
度
に
行
う
圧
着
モ
ー

ド
が
ボ
タ
ン
操
作
ひ
と
つ
で

選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず

れ
の
モ
ー
ド
で
も
中
央
の
穴

に
電
線
を
挿
し
込
み
、
１
・

２
秒
後
に
は
加
工
が
完
了
。

電
線
加
工
を
簡
単
に
自
動
化

で
き
る
。
必
要
な
設
置
面
積

は
A
３
用
紙
ク
ラ
ス
で
、
小

型
な
が
ら
量
産
機
な
み
の
生

産
性
を
持
っ
て
い
る
。
適
合

電
線
サ
イ
ズ
は
０
・
５
〜
１

・
５
平
方
㍉
㍍
ま
で
圧
着
可

能
。
別
売
り
の
拡
張
ツ
ー
ル

キ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
で
０
・

25
〜
０
・
34
平
方
㍉
㍍
、
２

・
５
平
方
㍉
㍍
、
４
平
方
㍉

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

　
三
菱
電
機
は
、
デ
ジ
タ
ル

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ

を
実
現
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
群
の
ひ
と

　
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
は
、
電
気
設
計
専
用
Ｃ

Ａ
Ｄ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
最

ロ
ジ
ッ
ク
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

�

実
機
レ
ス
机
上
検
証

三菱電機Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

電
気
設

計
専
用

Ｃ
Ａ
Ｄ
最
新
版

㍍
ま
で
加
工
可
能
と
な
る
。

　
半
自
動
式
の
卓
上
タ
イ
プ

「
Ａ
Ｃ
□
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
」

は
、
卓
上
に
お
い
て
使
う
空

圧
式
圧
着
機
で
、
電
線
を
挿

し
た
フ
ェ
ル
ー
ル
を
工
具
に

セ
ッ
ト
し
て
フ
ッ
ト
ス
イ
ッ

チ
を
踏
む
だ
け
で
加
工
が
完

了
。
両
手
が
す
く
の
で
導
体

を
フ
ェ
ル
ー
ル
に
挿
入
す
る

作
業
や
カ
シ
メ
時
の
電
線
保

持
な
ど
の
補
助
作
業
が
楽
に

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
握
力

も
い
ら
ず
、
作
業
者
問
わ
ず

使
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
半
自
動
式
の
ハ
ン
デ
ィ
タ

イ
プ
「
Ａ
Ｃ
□
シ
リ
ー
ズ
」

は
、
手
持
ち
で
使
う
空
圧
式

圧
着
機
で
、
電
線
を
挿
し
た

フ
ェ
ル
ー
ル
を
工
具
に
セ
ッ

ト
し
、
青
い
レ
バ
ー
を
押
す

だ
け
で
圧
着
可
能
。
エ
ア
駆

動
な
の
で
握
力
に
よ
る
疲
れ

も
な
く
作
業
で
き
る
。

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｄ
　
Ｄ
Ｃ
Ｘ
２
０

２
４
で
は
、
図
面
内
の
各
種

情
報
を
管
理
す
る
ツ
リ
ー
表

示
の
改
善
を
行
い
、
大
幅
な

性
能
向
上
を
実
現
。
64
ビ
ッ

ト
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
追

加
し
、
大
容
量
の
図
面
の
扱

い
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
電
線
情
報
を

図
面
に
簡
単
に
入
力
で
き
る

機
能
や
、
図
面
に
配
置
さ
れ

て
い
る
中
継
端
子
の
抽
出
・

編
集
・
端
子
台
表
の
作
成
が

で
き
る
機
能
な
ど
、
設
計
情

報
を
製
造
で
有
効
活
用
で
き

る
新
機
能
を
追
加
し
た
。

新
版
と
な
る
「
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｄ
２

０
２
４
」
を
２
月
27
日
に
発

売
す
る
＝
写
真
。

　
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
リ
ー
ズ
は
、

40
年
で
累
積
導
入
実
績
２
万

８
０
０
０
ラ
イ
セ
ン
ス
を
超

え
る
電
気
設
計
専
用
Ｃ
Ａ
Ｄ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
、
最
新

版
で
は
設
計
情
報
と
部
品
除

法
を
結
合
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
型
電
気
設
計
専
用
Ｃ
Ａ
Ｄ

と
し
、
部
品
集
計
表
や
布
線

表
な
ど
の
帳
票
も
自
動
作
成

つ
と
し
て
、

大
規
模
装
置

や
生
産
ラ
イ

ン
等
の
制
御

シ
ス
テ
ム
を

ま
る
ご
と
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
き
る

「
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｓ

Ｏ
Ｆ
Ｔ
　
Ｍ

ｉ
ｒ
ｒ
ｏ

ｒ
」
を
発
売

開
始
し
た
。

　
同
製
品

は
、
実
機
不

要
・
物
理
的

な
接
続
作
業

を
せ
ず
に
、

最
大
50
台
の

ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
な
る
大
規
模

な
装
置
の
、
制
御
ロ
ジ
ッ
ク

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
る
ロ
ジ
ッ
ク
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
。
サ
ー
バ
ー
に
仮
想
装
置

を
置
き
、
工
場
や
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
先
か
ら
複
数
人
が
ブ

ラ
ウ
ザ
経
由
で
ア
ク
セ
ス

し
、
制
御
機
器
と
制
御
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
ま
る
ご
と
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
、
開
発

工
程
の
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ

ン
グ
化
を
実
現
し
、
早
期
立

ち
上
げ
を
可
能
に
す
る
。

　
３
Ｄ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
「
Ｍ

Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
　
Ｇ
ｅ
ｍ
ｉ

ｎ
ｉ
」
と
連
動
さ
せ
る
こ
と

で
、
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

行
結
果
を
３
Ｄ
で
可
視
化

し
、
ラ
イ
ン
や
装
置
全
体
の

動
作
を
検
証
可
能
。
ロ
ジ
ッ

ク
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
だ
け
で
は

気
づ
き
に
く
い
メ
カ
の
干
渉

な
ど
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
事
前

に
つ
ぶ
せ
る
た
め
、
立
ち
上

げ
時
の
現
地
調
整
の
工
数
な

ど
も
削
減
で
き
る
。

非
常
停
止
ア
シ
ス
ト

�

押
ボ
タ
ン
無
線
操
作

ＩＤＥＣ

「
48
㎜
角
」指
示
調
節
器

２
つ
の
入
力
仕
様
搭
載

東邦電子

安
川
電
機

Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
―
４

対
応
バ
ス
カ
プ
ラ

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
離
れ
た
場

所
か
ら
非
常
停
止
用
押
ボ
タ

ン
ス
イ
ッ
チ
を
無
線
で
操
作

で
き
る
非
常
停
止
ア
シ
ス
ト

シ
ス
テ
ム
を
発
売
し
た
。

　
非
常
停
止
用
押
し
ボ
タ
ン

ス
イ
ッ
チ
は
、
押
す
こ
と
で

確
実
に
装
置
を
停
止
で
き
る

が
、
人
が
直
接
操
作
し
な
い

と
動
作
し
な
い
た
め
、
直
接

操
作
が
難
し
い
場
合
に
は
緊

急
停
止
を
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ず
に
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い

た
。
Ａ
Ｇ
Ｖ
や
Ａ
Ｍ
Ｒ
な
ど

動
き
回
る
も
の
の
場
合
、
走

行
時
に
は
本
体
の
非
常
停
止

用
押
し
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ
の

操
作
が
難
し
い
な
ど
の
新
し

非
常
停
止
ア
シ

ス
ト
シ
ス
テ
ム

ＭＣ40―１

ＡＣ□Ｔシリーズ

ＡＣ□シリーズ

Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｋ
︱
４
バ
ス
カ
プ
ラ

デ
ジ
タ
ル
指
示
調
節
計

﹁
Ｔ
Ｔ
Ｍ
︱
64
﹂

導入効果

シ
ス
テ
ム
構
成
図

い
リ
ス
ク
も
発
生
し
て
い

た
。
そ
れ
に
対
し
同
シ
ス
テ

ム
は
、
作
業
者
が
装
着
し
て

使
用
す
る
無
線
ス
イ
ッ
チ
送

信
機
と
無
線
ス
イ
ッ
チ
受
信

機
、
操
作
支
援
機
能
付
非
常

停
止
用
押
し
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ

チ
で
構
成
さ
れ
、
送
信
機
の

ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
受
信
機

が
信
号
を
受
信
し
、
ま
る
で

人
が
直
接
操
作
し
た
か
の
よ

う
に
非
常
停
止
用
押
し
ボ
タ

ン
ス
イ
ッ
チ
が
動
作
し
て
装

置
を
非
常
停
止
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
、
電
源
が
切
れ
た
状

態
に
な
っ
て
予
期
せ
ぬ
再
起

動
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

送
信
機
は
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
装

着
が
で
き
、
人
や
装
置
が
移

動
し
て
い
る
場
合
に
も
操
作

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
送
信
機
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ス

イ
ッ
チ
で
送
信
電
力
を
４
段

階
で
切
り
替
え
ら
れ
、
最
大

70
㍍
ま
で
対
応
可
能
。
１
台

の
送
信
機
で
通
信
範
囲
内
の

複
数
の
装
置
を
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
最
大
８
グ
ル
ー

プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、

隣
接
す
る
現
場
の
Ａ
Ｍ
Ｒ
な

ど
を
止
め
ず
に
運
用
が
可

能
。
通
信
圏
外
に
な
る
と
自

動
停
止
す
る
機
能
を
搭
載

し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
の
制
御
か

ら
離
れ
た
場
合
で
も
安
心
し

て
運
用
で
き
る
。

プ
ラ
ン
ト
制
御
高
度
化

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
発
売

アズビル

　
ま
た
、
用
途
に
合
わ
せ
た

パ
ラ
メ
ー
タ
階
層
レ
ベ
ル
の

選
択
が
可
能
で
、
複
雑
な
設

定
が
不
要
な
場
合
は
簡
易
、

ま
た
は
基
本
パ
ラ
メ
ー
タ
の

み
表
示
さ
せ
、
設
定
時
の
手

間
を
最
小
限
に
抑
え
て
い

る
。
し
か
も
、
使
用
頻
度
の

高
い
パ
ラ
メ
ー
タ
は
最
大
16

画
面
ま
で
優
先
表
示
で
き

る
。

　
表
示
面
は
、
高
輝
度
で
視

認
性
の
高
い
白
色
（
上
段
）

と
、
鮮
や
か
な
が
ら
落
ち
着

い
た
青
色
（
下
段
）
、
そ
れ

に
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
黄
色
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
操
作
面
は
押
し
や

す
い
デ
ポ
ス
形
状
キ
ー
を
採

用
し
、
配
線
作
業
時
間
の
短

縮
に
つ
な
が
る
プ
ッ
シ
ュ
イ

ン
端
子
と
ネ
ジ
端
子
を
そ
ろ

え
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
事
前
の
動
作

　
東
邦
電
子
（
神
奈
川
県
相

模
原
市
）
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｎ
サ
イ

ズ
48
㍉
角
の
デ
ジ
タ
ル
指
示

調
節
計
「
Ｔ
Ｔ
Ｍ
―
64
」
を

開
発
し
た
。

　
新
製
品
は
、
小
型
サ
イ
ズ

な
が
ら
２
つ
の
入
力
仕
様
を

１
台
に
搭
載
し
た
こ
と
で
、

例
え
ば
カ
ス
ケ
ー
ド
制
御
で

の
ヒ
ー
タ
温
度
制
御
と
水
温

最
適
制
御
が
１
台
で
対
応
可

能
に
な
る
。

　
安
川
電
機
は
、
工
場
や
生

産
設
備
の
デ
ー
タ
を
効
率
よ

く
、
安
定
的
に
収
集
す
る
Ｉ

／
Ｏ
製
品
「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｏ
　
Ｉ

／
Ｏ
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い

て
、
デ
ー
タ
の
収
集
性
能
の

さ
ら
な
る
向
上
を
実
現
す

る
、
高
速
モ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
―
４
」
に
対

応
し
た
、
専
用
モ
ジ
ュ
ー
ル

「
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｋ
―
４
バ
ス
カ
プ
ラ
」
を

発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
デ
ー
タ
収
集

性
能
を
向
上
し
、
従
来
の

「
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｋ
―
Ⅲ
バ
ス
カ
プ
ラ
」
と

比
較
し
、
１
伝
送
周
期
当
た

り
の
取
得
可
能
な
デ
ー
タ
サ

イ
ズ
は
約
１
・
７
倍
と
な

り
、
高
速
か
つ
高
効
率
で
の

デ
ー
タ
収
集
が
可
能
。
デ
ジ

タ
ル
Ｉ
／
Ｏ
製
品
、
ア
ナ
ロ

グ
Ｉ
／
Ｏ
製
品
な
ど
90
種
類

を
超
え
る
幅
広
い
モ
ジ
ュ
ー

ル
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
、
柔

軟
な
シ
ス
テ
ム
構
築
が
可

能
。

　
バ
ス
カ
プ
ラ
は
最
大
64
個

　
ア
ズ
ビ
ル
は
、
プ
ラ
ン
ト

の
制
御
高
度
化
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
「
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
ｉ
Ａ
（
ソ

ー
テ
ィ
ア
）
Ｒ
２
０
０
シ
リ

ー
ズ
」
を
発
売
し
た
。

　
１
９
９
０
年
代
か
ら
石
油

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
の
複
雑
な

製
造
プ
ロ
セ
ス
で
の
製
品
品

質
の
安
定
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

原
単
位
・
原
料
原
単
位
の
改

善
、
環
境
負
荷
の
低
減
を
実

現
す
る
制
御
高
度
化
の
取
り

組
み
を
開
始
し
、
２
０
１
１

年
に
「
制
御
高
度
化
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
ｉ
Ａ
シ

リ
ー
ズ
」
と
し
て
リ
リ
ー

ス
。

　
新
製
品
は
、
今
後
の
機
能

拡
張
を
前
提
と
し
た
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
刷
新
を
行

い
、
そ
の
機
能
拡
張
の
第
１

弾
と
し
て
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ

ン
ス
を
自
動
化
す
る
「
Ｓ
Ｏ

Ｒ
Ｔ
ｉ
Ａ
―
Ｄ
Ｒ
」
機
能
を

追
加
し
た
。

さ
れ
る
、
ハ
イ
コ
ン
テ
ン
ト

ア
ナ
リ
シ
ス
（
Ｈ
Ｃ
Ａ
）
シ

ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

「
セ
ル
ボ
イ
ジ
ャ
ー
」
シ
リ

ー
ズ
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
と
し

て
「
Ｃ
Ｑ
３
０
０
０
」
を
７

月
に
発
売
す
る
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
細
胞
を
培
養

し
な
が
ら
高
精
細
な
３
次
元

顕
微
鏡
画
像
を
高
速
取
得
で

き
、
画
像
解
析
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
「
セ
ル
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ

ー
」
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
細
胞
内
分
子
の
定
量
化
や

解
析
、
細
胞
の
反
応
や
薬
剤

の
効
果
を
評
価
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
基
礎
研
究
や
創
薬

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
細
胞
の
評
価
を

高
効
率
に
行
え
る
。

　
生
き
た
細
胞
を
長
時
間
、

高
精
細
に
観
察
で
き
、
高
速

な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
可

能
。
水
浸
対
物
レ
ン
ズ
寄
稿

で
高
画
質
の
撮
像
が
で
き
、

主
な
市
場
は
、
医
薬
品
、
医

学
生
物
学
研
究
で
、
用
途
は

創
薬
研
究
、
再
生
医
療
分
野

に
お
け
る
研
究
、
医
学
・
病

理
学
・
解
剖
学
・
生
物
学
な

ど
の
基
礎
研
究
を
想
定
し
て

い
る
。

横河電機

高効率に細胞評価
ＨＣＡシステムソリュー

シ ョ ン

明電舎 モータ遠隔監視システム

24時間３６５日体制で提供

　
横
河
電
機
は
、
撮
像
装
置

や
画
像
解
析
ソ
フ
ト
で
構
成

　
明
電
舎
は
、
２
０
２
３
年
に
発
売
し
た
「
Ｉ
ｏ
Ｔ

に
よ
る
モ
ー
タ
ー
の
解
析
・
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
」

に
つ
い
て
、
異
常
情
報
を
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
で

監
視
し
、
顧
客
が
必
要
と
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
24
時
間

３
６
５
日
体
制
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
開
始

し
た
。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
Ｅ
ｌ
ｍ
ｏ
ｄ
ｉ
ｓ
　
Ｓ
ｐ
．
ｚ
ｏ
．
ｏ
．
と

の
協
業
で
、
設
備
の
解
析
と
Ｃ
Ｏ
２

・
エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
２
つ
の
機
能
を
組
み
合
わ
せ
た
サ

ー
ビ
ス
を
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
方
式
で
提
供
し
て

い
る
。
モ
ー
タ
の
電
流
・
電
圧
の
電
気
信
号
に
加

え
、
モ
ー
タ
と
機
械
設
備
の
振
動
や
各
種
プ
ロ
セ
ス

デ
ー
タ
を
監
視
し
て
設
備
の
健
全
度
を
数
値
化
で

き
、
今
回
、
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
も
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
方
式
で
提
供
を
開
始
す

る
。

　
こ
れ
に
よ
り
24
時
間
３
６
５
日
有
人
対
応
可
能
な

同
社
の
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
が
、
有
事
の
際
に
顧

客
と
事
前
に
取
り
決
め
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と

で
、
設
備
異
常
に
対
す
る
常
時
対
応
を
実
現
す
る
。

確
認
モ
ー
ド
や
、
制
御
累
積

時
間
、
リ
レ
ー
寿
命
確
認
な

ど
の
機
能
も
搭
載
し
て
お

り
、
保
守
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
容
易
に
な
っ
て
い
る
。

　
通
信
規
格
は
Ｒ
Ｓ
―
４
８

５
で
、
点
数
は
最
大
２
点
。

規
格
は
Ｃ
Ｅ
適
合
／
Ｕ
Ｌ
／

ｃ
Ｕ
Ｌ
／
Ｕ
Ｋ
Ｃ
Ａ
認
証
。

の
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
取
り
付
け

で
き
、
ラ
イ
ン
拡
張
モ
ジ
ュ

ー
ル
を
使
う
こ
と
で
一
つ
の

配
線
を
最
大
５
系
統
に
分
割

で
き
る
。

　
ス
ク
リ
ュ
ー
レ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
や
階
段
状
配
線
で
省
ス

ペ
ー
ス
化
が
で
き
、
組
み
立

て
に
ね
じ
や
専
用
工
具
が
い

ら
ず
、
設
置
・
配
線
後
は
電

子
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
み
で
交
換

で
き
、
設
置
や
保
守
点
検
が

容
易
と
な
る
。

　
半
導
体
・
液
晶
製
造
装

置
、
電
子
部
品
実
装
機
、
金

属
加
工
機
、
包
装
機
や
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
広
く
一
般
産
業
機

器
全
般
で
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A



（3）　　　２０２４年（令和６年）２月１４日

ングスキルを磨く場を提供する新たなビジネスモデル
の検討を進める。
　IOWN（アイオン）は、あらゆる情報を基に個と全
体との最適化を図り、光を中心とした革新的技術を活
用し、高速大容量通信ならびに膨大な計算リソースな
どを提供可能な、端末を含むネットワーク・情報処理
基盤の構想。

■�安川電機、テクニカルレポート公開「トータル
ソリューションにて世界の半導体を支える」

　安川電機は、テクニカルレ
ポート「安川電機のトータル
ソリューションにて世界の半
導体を支える～SEMICON 
Japan2023に出展～」を公開
した。
　レポートではSEMICON 
Japan2023で展示した技術・
製品を紹介し、クリーン度向上と振動低減、高精度を
実 現 し た 半 導 体 ウ エ ハ 搬 送 用 の 真 空 用 ロ ボ ッ ト
「SEMISTAR-GEKKO VD31HQF」と大気用クリー
ンロボット「SEMISTAR-GEKKO MD124D」、業
界最高クラスのモーション性能を持ち、デジタルソリ
ューションを実現するサーボドライブ「Σ-X FT56」
を使ったシステムなどソリューションを解説してい
る。

■�安川電機、技術論文「Σ-X：デジタルソリュー
ションを実現するACサーボドライブ」公開

　安川電機は、技術論文「Σ-X：デジタルソリュー
ションを実現するACサーボドライブ」を公開した。
　論文では、ソリューションコンセプトである「i3-
Mechatronics」の説明のほか、Σ-Xのラインアッ
プ、基本性能、最新機能を紹介する。また、制御技術
の開発事例として、高い制振性能とユーザにとって使
いやすい調整指針を両立したモーションコントロール
機能について解説している。

■�フエニックス・コンタクト、港産業が特約店に
　フエニックス・コンタクトは、このたび港産業と特
約店契約を締結した。港産業は、本社・徳島県徳島市
で1950年創業のFA商社。社員数は128人。

■�日東工業とShizen Connect、VPP構築を見
据えたOCPP仕様のEV普通充電器を活用した
DR実証を実施

　 日 東 工 業 と V P P プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 提 供 す る
Shizen Connectは、VPPにより需給ひっ迫対策と小
売電気事業者の電力調達コスト削減などを実現する
「機器制御型DR支援サービス」のプラットフォーム
の拡大を目指し、日東工業製EV普通充電器「Pit-2G
シリーズ・4G通信モデル」のクラウドによる遠隔制
御実証を行う。
　EV充電器を遠隔管理・制御するための国際標準通
信プロトコルであるOCPP規格を採用している日東工
業製EV普通充電器「Pit-2Gシリーズ・4G通信モデ

■�三菱電機、FATEC On Demand購入者先着
200人にAmazonギフトカードをプレゼント
　3月15日まで

　三菱電機は、
FA機器・配電
制御機器の特長
やご使用方法を
リモートで学ぶ
ことができる、
ストリーミング
動画形式の有償
の学習サービス「FATEC On Demand」について、3
月 1 5 日 ま で に 講 座 を 購 入 す る と 、 先 着 2 0 0 人 に
Amazonギフトカードをプレゼントするキャンペーン
を行っている。

■�三菱電機、電子ビーム加工機の無料お試し加工
サービスを受付中

　三菱電機は、銅やアルミ、チタンなどの難加工材も
容易に溶接でき、変形や歪みが小さく、細く深く溶接
できる電子ビーム加工機について、無料でお試し加工
ができるサービスを実施している。
　電子ビームによる溶接は、航空宇宙から半導体ま
で、さまざまな精密溶接で活躍しており、液化水素タ
ンク（SUS316L）や半導体製造装置様部品のアルミ
溶接、航空宇宙用部品のチタン溶接、自動車のトラン
スミッション部品、EVの銅材溶接などに使われてい
る。

■�三菱電機とNTT東日本、IOWNを活用した産
業用ロボットの遠隔研修の実現性を実証

　三菱電機とNTT東日本は、IOWN（Innovative 
Optical and Wireless Network、アイオン）における
オール・フォトニクス・ネットワークを活用したユー
スケース創出に向けて、三菱電機の産業用ロボットと
APNプロトタイプ機を接続することで、産業用ロボ
ットの遠隔研修の実現に向けた共同実証を行った。
APNの特徴である「低遅延性」「ゆらぎゼロ」を生
かし、物理的に離れた環境を1つの環境のように統合
し、IOWN APN関連技術である「低遅延映像処理技
術」を活用して通常の対面研修と同様の操作性を実現
した。
　これにより、オフライン（直接操作）と変わらない

セミナー・イベント情報

■�リタール、26日無料セミナー「EU/ドイツの
製造業におけるデジタル変革の最前線を探る-
ハノーバーメッセ2024から学ぶべきこと」

　リタールは、2月26日11時〜無料セミナー「福本勲
氏とめぐる！　ハノーバーメッセツアー2024プレビ
ュー企画　EU/ドイツの製造業におけるデジタル変革
の最前線を探る-ハノーバーメッセ2024から学ぶべき
こと」を開催する。
　同社とEPLANは、2024年4月22日からドイツハノ
ー バ ― で 開 催 さ れ る 「 ハ ノ ー バ ― メ ッ セ
（HANNOVER MESSE）2024」のツアーを実施す
る予定で、ツアーではアルファコンパス代表/東芝デ
ジタルイノベーションテクノロジーセンターチーフエ
バンジェリストの福本勲氏を招待し、「欧州・ドイツ
製造業DXの潮流」や「欧州におけるデータ連携基盤
構築の動き」「インダストリー領域における生成AI
などの最新テクノロジー活用の動き」などについて、
実際に会場で展示を見ながら解説してもらう内容とな
っている。
　本番のツア
ー を 前 に 、
「EU/ドイツ
の製造業にお
けるデジタル
変革の最前線
を 探 る - ハ ノ
ーバーメッセ
2 0 2 4 か ら 学
ぶべきこと」と題し、欧州・ドイツ製造業DXの潮流
やハノーバーメッセの見るべきポイントなどを解説す
る。

■�オプテックス・エフエー、2月22日に現場川
柳10周年イベント「現場川柳ナイト」開催

　オプテックス・エフエーは、2月22日18時半〜京都
リサーチパーク10号館1階で、現場川柳10周年イベン
ト「現場川柳ナイト」を開催する。見ル野栄司氏、お
おひなたごう氏、和田ラヂオ氏、田中光氏の漫画家4
人をゲストに迎え、現場川柳を軸にものづくりトーク
や漫画のライブペイントなどを行う。

■�パトライト、22日13時半〜ウェビナー「とに
かく見える化～『とにかく仕組み化』のための
『見える化』」

　パトライトは、2月22日13時半〜ウェビナー「とに
かく見える化～『とにかく仕組み化』のための『見え
る化』」を開催する。
　人気の書籍【とにかく仕組み化】の各論を切り口
に、製造業における実践的な事例を交え、経営者の皆
さまにビジネスの舵取りをより確かなものにするため
のポイントを紹介。1部は識学による「責任と権限の
見える化、比較と平等の実現」、2部はパトライトに
よる「見える化の重要性」を解説する。

操作性を実現し、
両社は実証で得ら
れ た 知 見 を 生 か
し、産業用ロボッ
トの遠隔研修に向
けた他の課題抽出
を進める。また将
来的には、遠隔研
修以外の活用例と
して「ティーチン
グトレーニングの
遠隔ジム」などロ
ボットエンジニア
初心者がティーチ

ル」とエネルギー管理システム「Shizen Connect」
とをシステム連携させ、クラウド経由で充電を遠隔制
御することによりDR制御を行い、その技術性・経済
性を明らかにするもの。

■�福西電機、ZEBプランナー登録
　福西電機は、環境共創イニシアチブが公募する
「ZEBプランナー」に登録された（ZEBプランナー
登録番号ZEB2023P-00133）。
　 Z E B プ ラ ン ナ ー は 、
ZEBの実現を目的とした
登録制度で、登録団体は相
談窓口を有し、コンサルテ
ィングをはじめとした業務
支援を行う。同社はカーボ
ンニュートラル実現に向け
たトータルソリューション
をワンストップで提供することで、脱炭素社会、持続
可能な社会の実現に貢献する。

■�JWAA、定時総会と賀詞交歓会を開催
　日本配線
資材工業会
（JWAA、
松本年生会
長 ）は、「 第
1 6 回 定 時
社員総会」
と「賀詞交
歓会」を東京・秋葉原UDXで1月26日開催した。
　総会には56社の会員が出席し、松本会長を議長に
して2023年（令和5年）度事業報告と収支決算報告、
24年（6年）度事業計画と収支予算などを審議し、承
認した。
　総会の冒頭、1月1日に発生した能登半島地震の犠
牲者への黙祷を行った。
　松本会長は「新型コロナも昨年5月に5類に移行
し、ようやく通常の生活に戻ることができた。私ども
を取りまく市場環境は、約2年続いた資材不足がほぼ
解消し、積み上がった受注残の処理が進む一方で、中
国市場の停滞などもあり、予想以上に市中在庫が膨ら
み在庫調整の局面を迎えている。九州や北海道での大
型半導体工場の建設、大阪万博開催などを控え、ま
た、新しいイノベーションとして、AIやDX、IoT、
自動運転などの需要で躍進を期待したい。JWAAも設
立から16年目を迎える。メーカーと商社が一堂に集
まった団体として、会員企業に役立つ活動を行ってい
きたい」と述べた。
　24年度は、西日本部会と青年部の活動推進、セミ
ナー・勉強会と視察ツアーの開催、対外的認知度向上
と会員数100社を目指した組織力強化などを計画して
いる。
　その後開かれた賀詞交換会には134人が参加した。
　挨拶に立った関谷昭憲顧問は「今年は災害からスタ
ートした。今年は辰年で、竜は強くたくましく駆け上
がり天に昇ると言われる。私たちも竜のように勢いよ
く繁栄と隆盛を願いともに前進していこう」述べた。
加　藤正広理事・西日本部会長の乾杯の音頭で交歓に
入った。

FA業界掲示板� オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/topics/
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約3倍まで拡張することが可能となる。敷地面積は、3
万6011平方㍍、延床面積は、2万3292平方㍍（2階建て）。

■�東京ボード工業、千葉県佐倉市の佐倉工場に
チップ乾燥設備

　東京ボード工業は、「佐倉工場チップ乾燥設備故
障」に関して、焼損したチップ乾燥設備の代替品とし
て、同程度の乾燥能力を有し、かつ火災発生リスクが
抑えられる新たなチップ乾燥設備を取得する。取得価
格は約7億円。2024年11月稼働開始予定。

■�スプレッド、神奈川県秦野市に次世代型のカ
ットレタス加工工場を建設

　スプレッドは、カットレタスの次世代型加工工場
「テクノフレッシュ秦野」の建設を開始した。業界最
長クラスの消費期限（加工日＋最大6日）を実現した
カットレタスを、最大消費地である関東エリアへ迅速
かつ安定的に供給することを目指す。生産開始は
2024年6月を予定している。
　新工場は、次世代型植物工場「Techno Farm」で
農薬を使わずに栽培されたクリーンなレタスを使用
し、最先端の自動化設備と専用加工技術を組み合わせ
た次世代型加工工場。世界初となる「AIレタス芯抜
きロボット」をはじめとして加工工程の85%を自動化
し、生産性の向上と高い鮮度保持を実現した。敷地面
積は約4800平方㍍。

■�アイカ工業、茨城県古河市の茨城工場内に高
級人造石の加工ラインを増設

　アイカ工業は、約7.7億円を投じて茨城県古河市大
和田の茨城工場内に新工場棟を建設し、高級人造石
「フィオレストーン」の加工ラインを増設する。稼働
開始は2024年秋を予定しており、生産能力は現状の
約1.5倍に向上する。
　世界的に良質な大理石が入手困難となる中、インテ
リア業界では、天然水晶に樹脂などを配合して成形し
た高級人造石の需要が拡大している。旺盛な高級マン
ション需要の継続、洗面などへの用途の拡大、インバ
ウンド回復によるホテル需要の伸長によって高級人造
石市場は成長を続け、フィオレストーンのさらなる売
上拡大が見込まれることから、約7.7億円を投じて既
存工場棟の隣に新工場棟を建設し、加工ラインを増設
する。稼働開始は2024年10月を予定しており、カウ
ンター加工品の生産能力は現状の約1.5倍に向上する。

■�シャボン玉石けん、福岡県北九州市若松区の
工場を拡張＆本社機能を移転

　シャボン玉石けんは、福岡県北九州市若松区の工場
を拡張し、さらなる生活者のニーズに応える生産能力
拡大計画に着手する。これに伴い本社機能の一部を
2024年6月に福岡県北九州市小倉北区の複合商業施設
内へ移転する。
　シャボン玉石けんの成長戦略の一つである「事業基
盤の進化・強化」に向けて、2022年から取り組んでいる
スマートファクトリー化と合わせ、2024年からは事

国内

■�東洋刃物、宮城県富谷市の富谷工場MS棟が
竣工　EV用Li電池用刃物を増産

　東洋刃物は、事業製品の中核である情報産業用刃物
（MS）の増産に向けて、宮城県富谷市の本社敷地内
に、新棟を建設した。
　MSは、EV用Liイオン電池の製造や、コンデン
サ、液晶ディスプレイなどに使われる電子材料の加
工、5G通信などで増え続ける記録メディアや機能性
フィルムの加工にも使用される工業用刃物。MS棟
は、鉄骨造一部2階建てで、延べ床面積は4355平方
㍍、敷地面積は、9万2644平方㍍。今年5月の着工。
新規設備を導入し、別工場からも設備を移設し、
2023年12月下旬から順次、稼働させていく計画。投
資額は11億円。

■�三菱マテリアル、リチウムイオン電池リサイ
クル技術のパイロットプラントを福島県いわ
き市に建設

　三菱マテリアルは、リチウムイオン電池（LIB）リ
サイクル技術の確立に向け、福島県いわき市の小名浜
製錬小名浜製錬所の敷地内にパイロットプラントを建
設して、LIBを放電・乾燥・破砕・選別したリチウ
ム、コバルト、ニッケルの濃縮かすであるブラックマ
スからのレアメタルの高効率回収の事業化に向けた技
術開発に取り組む。
　同社はこれまでブラックマスからリチウム、コバル
ト、ニッケルなどのレアメタルを回収・精製する事業
化に向けて、これまで小規模試験による技術開発を行
ってきて、一定の成果が得られたことから、福島県い
わき市の小名浜製錬所の敷地内にパイロットプラント
を建設して、ブラックマスからのレアメタルの高効率
回収の事業化に取り組む。2025年稼働開始。

■�堀場エステック、京都府福知山市にマスフロ
ーコントローラ等の生産工場を建設

　HORIBAグループで半導体事業を手掛ける堀場エ
ステックは、主力製品のマスフローコントローラーや
薬液濃度モニターなどを生産する新工場を京都府福知
山市に建設する。2024年7月に着工、2026年1月に竣

工場新設・増設、設備投資情報 � オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/factory/

自技術を生かし、半導体材料分野への進出を狙いとす
る。

■�MIPOX、インドに研磨関連製品の新工場
　MIPOXは、インド子会社であるMIPOX Abrasives 
India Pvt. Ltd.に新工場を建設する。
　現在、同社は⾃動車関連用途向け研磨製品の二次加
工および当該製品販売を主とし、新たにインド市場向
けの橋梁や建設関連用途向け研磨製品である研磨ディ
スクの開発と生産を開始する。現工場では、事業拡大
に伴う生産能力の増強が難しい状況だったが、新たに
取得した工場は現工場に比べ2倍以上の広さになる。
準備が整い次第、新工場への移転を行う予定。2024
年1月操業開始予定

■�富士フイルム、米国ウィスコンシン州・カリ
フォルニア州の2拠点に総額約2億ドルの設備
投資

　富士フイルムは、市場成長が見込まれる細胞治療薬
の開発・製造受託ニーズに対応するため、細胞治療薬
のCDMO事業を展開するiPS細胞のリーディングカン
パニーであるFUJIFILM Cellular Dynamics（フジフ
イルムセルラーダイナミクス）のウィスコンシン拠点
と、バイオ医薬品CDMOの中核会社FUJIFILM 
Diosynth Biotechnologies（フジフイルムダイオシン
スバイオテクノロジーズ）のカリフォルニア拠点に対
して、総額約2億㌦の設備投資を行う。
　総額約2億㌦をかけて、2025年にカリフォルニア拠
点、2026年にウィスコンシン拠点に細胞治療薬のプ
ロセス開発用ラボおよび製造設備を導入し、受託能力
を大幅に増強し、生産能力を倍増させる計画。
　FCDIウィスコンシン拠点の敷地面積は、約5万
1000平方㍍。2023年11月着工、2026年稼働。FDBカ
リフォルニア拠点は2024年着工、2025年稼働。

■�パナソニック、マレーシアの空調空質のR&D
新棟が稼働

　パナソニック空質空調社は、マレーシアのパナソニ
ックAPエアコンR&Dマレーシアに建設した新棟が稼
働。同社初の「温水・空調同時マルチ実験室」など最
新鋭の設備を導入し、ASEANや欧州を中心としたグ
ローバル向けに、空調機器の開発リードタイムを短
縮、現地ニーズに合わせた開発を加速させる。
　新棟は3階建で延床面積は1万900平方㍍。3階に将
来の増員に備えたオフィスを構え、1階から2階はさ
まざまな実験室を
設置している。こ
れまでA2Wや水
循環型空調などの
水を使う機器の計
測は外部機関で行
っていたが、新棟
では初めて水の給
排水設備を備えた
半無響電波暗室を
設置。社内で迅速
に検証できる体制
を整え、開発スピ
ー ド を 加 速 さ せ
る。

工予定。
　新工場は、同社
グループとして過
去 最 大 の 投 資 額
170億を投じ、最
新設備により自動
化・効率化を促進
する量産技術の基
幹 工 場 と す る 予
定。約1万平方㍍
の生産エリアを備
え、国内における
MFC生産能力を
現状（京都工場＋
阿蘇工場）の最大

務所跡地への工場拡張・製造ラインの設備増強を行
い、2026年完成を目途に生産能力の拡大に着手する。

海外

■�日清食品ホールディングス、ブラジルに即席
麺の新工場建設

　日清食品ホールディングスの子会社であるブラジル
日清（NISSIN FOODS DO BRASIL LTDA.）は、
ブラジルのパラナ州ポンタグロッサ市に新工場を建設
する。2024年6月に着工し、2026年3月の稼働開始を
予定している。
　新工場は、1981年に稼働を開始したサンパウロ州
イビウナ工場、2012年に稼働を開始したペルナンブ
ーコ州グロリアドゴイタ工場に次ぐ3番目の生産拠点
となる。拡大するブラジルの即席麺需要に対応するた
め、生産能力を増強さらに、輸出用製品の生産強化、
製品ラインアップの拡充をする。敷地面積は、41万
3223平方㍍、工場延床面積は、6万8236平方㍍。投資
金額は、約315億円。

■�大日本印刷、米国ノースカロライナ州にリチ
ウムイオン電池用バッテリーパウチの工場用
地取得

　大日本印刷は、リチウムイオン電池の外装材である
バッテリーパウチを生産する工場用にアメリカ合衆国
ノースカロライナ州に建設用地を取得した。
　同社はすでに国内では福岡県・戸畑工場と埼玉県・
鶴瀬工場内にバッテリーパウチの生産工場を展開して
おり、海外ではグループ会社のDNPデンマークで、
バッテリーパウチのジャンボロールのスリット加工を
行う工場を新設するなど適地生産・供給体制を構築し
ている。今回、さらなる伸長が見込まれる米国市場の
需要に対応し、新たなバッテリーパウチ工場の開設に
向けた土地取得した。
　2026年度に本生産拠点の稼働を目指し、今回の工
場用地取得と、スリット加工ラインの導入に100億円
規模の投資を計画。その後、市況や需要に応じて、同
一敷地内でのジャンボロール製造も視野に入れて検討
していく。

■�保土谷化学工業、韓国事業の強化に向けて生
産設備増強

　保土谷化学工業は、韓国での事業強化に向け、グル
ープ会社での設備投資を実施する。
　SFCはバイオ事業の研究開発・生産の新たな拠点
となるBio Park（忠清北道清州市）を新設。プロー
ブを構成する発光・消光材、オリゴユニットの合成・
精製などに強みを持つ技術で、安定成長が見込まれる
診断キット用材料の需要取り込みに加え、次世代医薬
品である核酸医薬原料向けオリゴ核酸への参入を目標
とする。
　また、REXCELでは、有機EL材料の生産拡大半導
体材料への応用展開に向けて、2024年初めに既存工
場の設備能力を2倍に増強する。グループ全体の有機
EL材料の販売増に伴う増産体制の整備に加え、有機
EL事業で培った高純度かつ効率的な精製が可能な独


